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「実験力学」原稿投稿チェックシート
	論文題目

（和文）
	論文題目を記入してください．

	著　者

（和文）
	論文著者名を記入してください．


※全ての項目を確認して「チェック欄」にチェックを入れて下さい．最後の「署名」欄に自筆で署名し，PDF化したファイルを，原稿とともにアップロードしてください．
1.　原稿の書式

	
	
	チェック欄

	1
	投稿規定を厳守している．
	

	2
	原稿見本通りに作成している． 
	

	3
	原稿は上下247 mm，左右172 mmに収めている．
	

	4
	原稿の余白部分に図表がはみだしていない．
	

	5
	特殊な場合を除いてSI単位を用いている．
	

	6
	原稿中に余分な余白はない．
	

	7
	図表は最初に引用している本文の近くに配置されている．
	

	8
	コンピュータに依存する文字を使用していない．
	


2.　表題，著者名

	
	
	チェック欄

	1
	表題の上には9 ptで2行の改行を設ける．
	

	2
	「和文題目」は16 ptのゴシックフォント（英数字はArialフォント）で中央揃えとする（副題は14 pt）．行間は20 ptの固定値とする．
	

	3
	「和文著者名」は11 ptの明朝フォント（英数字はTimes系フォント）で中央揃えとする．著者の間はカンマで区切り，すべての漢字の間に半角以上のスペースを入れる．各著者名の右上には所属を区別するために全角アスタリスクを上付きで付ける．著者名の段落前後に6 ptの間隔を設ける．
	

	4
	「英文題目」は16 ptのTimes系フォントで中央揃えとする（副題は14 pt）．先頭文字と，接続詞・冠詞・前置詞を除く単語の先頭文字を大文字とする．行間は20 ptの固定値とする．
	

	5
	「英文著者名」は11 ptのTimes系フォントで中央揃えとする．姓は大文字，名は先頭文字のみ大文字とし，名 姓 の順で記載する．最後の著者名とその直前の著者名はandでつなぎ，それ以外はカンマで区切る．段落前後に6 ptの間隔を設ける．
	


３.　アブストラクト，キーワード

	
	
	チェック欄

	1
	「アブストラクト」は9 ptのTimes系フォントで200語以内とする．左右にそれぞれ10 mmのインデントを設ける．最初の行は10 mm字下げする．
	

	2
	「キーワード」は太字の "Keywords:" に続いて，9 ptのTimes系フォントで5～8語を記入する．各キーワードは先頭文字のみ大文字とする．キーワード間はカンマで区切る．左右にそれぞれ10 mmのインデントを設ける．
	


４.　原稿受付日，会員種別，所属，住所
	
	
	チェック欄

	1
	１頁左下欄外に，原稿受付日，会員種別，所属，所属住所を，8 ptの明朝フォント（英数字はTimes系フォント）で記入する．
	

	2
	「原稿受付日」と「会員種別」（非会員の場合は「所属」）は，文字列記入枠の左端から約5 mmの位置に揃えて記入する．著者を区別する全角アスタリスクはそれより左に入力する．なお，「原稿受付」の年月日は編集委員会で入力する．
	

	3
	「所属住所」は郵便番号と全角スペースに続いて，県名から記入する．
	


５.　本　文

	
	
	チェック欄

	1
	本文は9 ptの明朝フォント（英数字はTimes系フォント），26字×50行，２段組みの両端揃えとする．
	

	2
	「章見出し」は10 ptのゴシックフォント（英数字はArialフォント）とする．各見出しが２文字の場合は文字間に全角スペースを入れる．段落前には6 pt，段落後には3 ptの間隔を設ける．全角数字で章番号を入力し，全角でピリオドを続けた後，章見出しを入力する．
	

	3
	「項見出し」は9 ptのゴシックフォント（英数字はArialフォント）とする．全角文字で章番号，ピリオド，項番号を入力し，全角スペースを空けた後，項見出しを入力する．
	

	4
	句点は全角ピリオド，読点は全角カンマを用いる．
	

	5
	量記号は斜体（イタリック），単位記号は立体（ローマン）とする．数字と単位の間には半角スペースを入れる．
	

	6
	段落の最初は１文字分だけ字下げする．
	


６.　数　式

	
	
	チェック欄

	1
	数式は9 ptのTimes系フォントとする．本文中と数式中の量記号のフォントを合わせる．数式の前後に6 ptの間隔を設ける．
	

	2
	数式の左側には全角1文字分のインデントを入れる．数式の右端には，(1)，(2)などの丸カッコで囲んだ通し番号を付ける．
	

	3
	本文中で数式を引用するときは Eq. (1)のように記す．
	


7.　図表
	
	
	チェック欄

	1
	図表は原則として１段に収めるが，1段に収まらない場合は2段にまたがって掲載する．図表の左右には本文や他の図表を配置しない．
	

	2
	図表内に用いる文字は英文とし，最小でも8 pt以上のフォントサイズとする．
	

	3
	図表にはその内容を表す英文のキャプションを付ける．図のキャプションは図の下に，表のキャプションは表の上に配置する．キャプションが１行以内の場合は中央揃えとする．2行以上に続くときは両端揃えとし，2行目の文字の先頭を1行目の文字の先頭に合わせる．
	

	4
	図表の番号は通し番号とし，図はFig. 1のように，表はTable 1のように記す．本文中でも同様の表記で引用する．
	


8.　参考文献

	
	
	チェック欄

	1
	参考文献は英文とし，8 ptのTimes系フォントを用いる．原稿見本の記述方法を確認し，その方法に従って記述する．
	

	2
	著者名は，姓の後に名のイニシャルを付ける．最後の著者名とその直前の著者名はandでつなぎ，それ以外はカンマで区切る．著者名の最後はコロン「:」で区切る．
	

	3
	論文表題は先頭文字のみ大文字とし，それ以降はすべて小文字で記述する．
	

	4
	書名，雑誌名は，先頭文字と，接続詞・冠詞・前置詞を除く単語の先頭文字を大文字とし，斜体（イタリック）で記述する．
	


	署　名

（自筆）
	


